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2012年 8月 30日に房総半島で発生した積乱雲タレットの雲レーダードップラ観測
Doppler Observation of Cumulonimbus Turret Generation by 95GHz Cloud Radar in
Boso Peninsula on 30 August 2012
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積乱雲が発生してから気象レーダーでエコーとして捉えられるまでの対流発生初期 (Convective Initiation, CI)の詳細を
明らかにすることは，積乱雲の発達を理解する上で重要な課題である．本研究は，2012年夏季において，比較的積乱雲
が発達しやすい房総半島で行った，雲レーダー，X- bandレーダー，MTSAT-1Rラピッドスキャン，可視画像の同時観測
により，積乱雲の対流発生初期の詳細を明らかにすることを目的とした．
観測期間中の 2012年 8月 30日において，12時 30分過ぎより雲レーダー上空で積乱雲タレットが発生し約 2時間の

間，発達と衰退を繰り返した．この事例については，X-bandレーダーにおける水平方向のドップラ分布解析から，雲レー
ダーの上空の下層部で風の収束が観測されたことをこれまでに示した．
本発表では，この事例について，雲レーダーで観測した積乱雲タレット発生初期における鉛直方向ドップラ解析につ

いて報告する．解析の結果，最初のタレットの成長開始時に 6m/s以上に達する強い上昇流が観測された．
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